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オンライン授業報告
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まず始めに

・ 2月末にアンケート調査実施（当時は対面授業実施）。

・ 3月オンライン授業期間の状況は反映されていません。

・ 報告のポイント：生徒状況の分析
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オンライン授業のメリット

「通学の負担の軽減（時間・体力）」
73% → 69%
60% → 57%

(10月)   (3月)

「周囲の環境を気にせず」
31% → 26%

(10月)   (3月)

通学時間が１時間を超える生徒も多いことから
半数以上の生徒が通学の負担が軽減される
ことがメリットと感じている。受験を意識し始めた
せいか、集団での授業や自学などのメリットを
より強く感じている生徒が増えたのではないか。

3月データ
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オンライン授業のデメリット
3月データ

「目や耳の負担」 40% → 53%
「集中できない」 68% → 65%

(10月) (3月)

画面注視による負担を訴える生徒が増加。
PCの経年劣化が進んでいることも一因。

「オンオフ切り替え」46% → 50%
「体を動かさない」 44% → 55%

(10月)   (3月)

学校に登校することで、生活リズムが整い、
また自宅より学校の方が集中できるとの
思いを持つ生徒が多い。
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空いた通学時間の活用
「睡眠時間」

36% → 33%
(10月)   (3月)

「学習時間」
18% → 25%

(10月)   (3月)

空いた時間を学習に回した生徒はやや増えては
いるが、多くの生徒はオンライン授業後には疲労感
を感じたり、学習しようという気持ちが切れてしまい、
早い時間から寝てしまう傾向にある。オンラインの
自習室の開講や演習課題を課すなど自宅での時間
を学習に使わせる手立てを講じ、学習時間確保の
意識を高めさせたい。

3月データ
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自宅での集中力向上術
「休憩時間に好きなことを」 28% → 23%

(10月)   (3月)

気分転換を図ることで、学習への集中力を
高めている生徒の割合が最も高いが、授業
開始前から自学を始めることで集中力を高め
ようとしてている生徒も増えてきており、学習
への取り組みに対する意識の向上がみてとれる。

3月データ
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学習時間・習慣への影響
「登校日の方が集中できる」 45% → 46%

(10月)   (3月)

約40%の生徒がオンライン中心になると集中力
が減退すると感じている。→学力に直結。
これからも学校を利用した成績向上の意識を
更に高めさせたい。

「学習時間には影響がない」 18% → 27%
(10月)   (3月)

約3分の１の生徒は家庭学習の習慣が十分に
定着していると感じる。

3月データ
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習熟度・考査への影響
「習熟度が低かった」 50% → 48%

(10月) (3月)

オンライン授業は対面授業に比べて習熟に
時間がかかると感じる生徒が多かった。
１番の理由は「集中力の低下」。

「影響はない」 28% → 35%
(10月)   (3月)

3分の１強の生徒が影響はないと感じているが、
オンライン授業がプラスに働いたと感じる生徒
はほとんどいない状況である。

3月データ
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音声の質
「聞き取りやすい」以上 69% → 67%
「やや聞き取りにくい」以下 18% → 23%

(10月)   (3月)

概ね問題ないと思われるが、聞き取りにくいと
感じている生徒が微増している。
→Wi-Fi環境の不調が要因の一つ
（土曜日や雨天時に不調を訴える者が多い）
→声の大きさや話す速度など教員側の
配慮も必要（イヤホンマイクの導入？）

3月データ
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板書の見え方
「見やすい」以上 40% → 37%
「やや見にくい」以下 29% → 41%

(10月)   (3月)

板書が見辛いと感じる生徒が増加している。

授業内容の高度化に伴う板書量の増加に対応
しづらくなっている。

問題点の解消のために板書の文字を大きくする
と書いて消すという作業が増え、授業進度の遅れ
にもつながる。

チョークの色なども赤よりはオレンジの方が見やすい
→学校で常備するものを変更してはどうか？

3月データ
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80% or 100%登校
「100%登校」 51% → 59%
「80%登校」 49% → 41%

(10月)   (3月)

100％登校の希望者がやや多い。
主な理由以下の通り。
・放課後勉強時間を確保しやすい
・体力の保持と学習の集中度の面で考えると、
登校している方がいい。
・集中できるから。
・対面授業が好きだから。
・気持ちの切り替えがしやすいから。
・オンラインは疲れるから。
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通常登校 or 時差登校
「通常登校」 11% → 55%
「時差登校」 73% → 26%
「状況次第」 16% → 19%

(10月)   (3月)

10月に比べて時差登校を希望する生徒は
半数以下となっている。授業の難易度も上がり、
対面授業の重要さを痛感しており、通常登校を
望む生徒が増加している。
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感染症対策
「マスク着用」 40% → 50%
「黙食」 32% → 35%
「換気」 31% → 27%

(10月)   (3月)

マスク着用や換気、黙食など基本的な感染
防止対策の徹底を要望する生徒が多い。

3月データ
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高3に向けて
受験生としての自覚が高まり、学校で勉強したいとの思いを持つ生徒が増えている。

対面授業における感染防止対策の徹底には引き続き最大限の注意を払う必要がある。

感染状況が悪化した際にも、時差登校による対面授業を望む生徒の声を聞くことも少なくない。

PCの経年劣化をはじめ家庭での学習環境が十分に整っているとは言えず、学校を利用した学習が有効。
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